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0三河支社

岡崎市明大寺町

寺東5-3鈴熊ビル

電言蓋0564(52)2260

FAX
0564(54)2336

●刈谷支局

刈谷市相生町

2-11
佐藤会言十ビル

電言舌0566(21)6106

0三連支局

豊橋市萱町21

佐藤ビル3階

電言舌0532(54)2668

FAX
0532(35)7100

0三重支社

津市栄町4の255

津栄町三交ビル

3階
電話

059(228)2545

FAX
,    059(271)6311
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ピーアンドピー・ラボラトリーなど3社

ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
開
発
の

「Ｐ
＆

Ｐ
　
Ｌ

ａ
ｂ

ｏ
ｒ
ａ
ｔ

ｏ
ｒ
ｙ
」

含

―
ア
ン
ド
ピ
ー

・
ラ
ボ
ラ
ト

リ
ー
、
本
社
四
国
市
市
北
野
町
、

秦
光
義
社
長
）
な
ど
３
社
は
、
経

理

・
労
務
管
理
ソ
フ
ト

「ビ
ズ

・

サ
ポ
ー
ト
」
を
開
発
し
た
。
従
業

員
２０
人
以
下
の
小
規
模
事
業
者
を

主
要
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
し
、
機
能
を

必
要
最
低
限
に
絞

っ
て
値
打
ち
な

価
格
を
実
現
し
た
の
が
特
長
。
働

き
方
改
革

へ
の
意
識
が
高
ま
る

中
、
業
務
を
効
率
化
で
き
る
メ
リ

ッ
ト
を
ア
ピ

ー
ル
し
て
拡
販
す

る
。
　

（
四
日
市

・
山

田
駿
太
）

小
規
模
事
業
者
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に

開
発
し
た
の
は
ピ
ー
ア
ン
ド

ピ
ー
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
の
ほ
か
、

造
園
業
の
司
庭
（
つ
か
さ
て
い
、

本
社
四
日
市
市
）
、
コ
ン
サ
ル
テ

イ
ン
グ
業
の
「
Ｉ

・Ｔ

・Ｏ

・

ｕ
ｎ
」

（
ア
イ

・
テ
ィ

・
オ
ー

・
ア
ン
、
本
社
桑
名
市
）
。

ビ
ズ

・
サ
ポ
ー
ト
で
は
経
理

や
労
務
管

理

の
ほ
か
顧
客
管

理
、
見
積
書
や
請
求
書
、
領
収
書

の
自
動
作
成
な
ど
も
で
き
る
。

画
面
上
の
ボ
タ
ン
の
配
置
を
変

更
す
る
機
能
な
ど
を
省
き
、
仕

様
を
簡
素
化
し
た
。

導
入
時
の
初
期
費
用
は
、

１５

万
７
６
０
０
円
、
月
額
使
用
料

デ
ィ
ズ
ニ
ー
の

人
材
育
成
学
ぶ

豊
橋
信
金
「元
気
塾
」

【豊
橋
】豊
橋
信
用
金
庫
は
、

こ
の
ほ
ど
豊
橋
市
内
で
、
若
手

経
営
者
ら
を
対
象
に
ヨ
を
卦
謬

を
開
催
し
た
。経
営
者
に
加
え
、

企
業
の
後
継
者
ら
約
２
０
０
人

が
参
加
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

で
の
勤
務
経
験
が
あ
る
町
丸
義

之
氏
が
講
師
を
務
め
、
デ
ィ
ズ

ニ
ー
流
の
人
材
育
成
に
つ
い
て

解
説
し
た
。

町
丸
氏
は

「人
の
成
長
に
は

他
人
か
ら
認
め
ら
れ
る
こ
と
が

必
要
だ
。
仕
事
を
通
じ
て
感
謝

さ
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う

こ
と
が
、
人
の
成
長
に
つ
な
が

る
」
な
ど
と
話
し
た
。

当
日
は
、
愛
知
県
よ
ろ
ず
支

は
５
千
円
。
大
手

ソ
フ
ト
ウ

エ

ア
会
社
の
製
品
と
比
較
す
る
と
、

初
期
費
用
で
１０
分
の
１
以
下
に

な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
う
。

共
同
開
発
し
た
司
庭
で
３
～

６
月
に
試
験
的
に
導
入
し
た
と

こ
ろ
、
事
務
作
業
に
か
か
る
時

間
を
６
割
削
減
で
き
た
と
し
て

い
る
。

ピ
ー
ア
ン
ド
ピ
ー
・
ラ
ボ
ラ

低
価
格
で
業
務
効
率
化

ゆ
る
キ
ャ
ラ
Ｇ
Ｐ
に

コ
イ
サ
ン
ズ
の
ア
ミ
ー
ゴ

お
じ
さ
ん
が

エ
ン
ト
リ
ー

【
津
】

コ
イ
サ
ン
ズ

（本
社

津
市
栄
町
、
高
橋
仁
志
社
長
、

電
話
０
５
９

・
２
１
３

・
０
５

１
３
）
が
展
開
す
る
ベ
ー
カ
リ

ー
チ

ェ
ー
ン

「５
１
３
Ｂ
Ａ
Ｋ

Ｅ
Ｒ
Ｙ
」

の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ア
ミ
ー
ゴ
お
じ
さ
ん
」
＝
写

デ
ィ
ズ

ニ
ー
流
人
材
育
成
に

つ
い
て
解
説
す
る
阿
丸
氏

援
拠
点
豊
橋
サ
テ
ラ
イ
ト

（豊

橋
市
）
の
神
谷
裕
士
氏
ら
も
講

演
。
神
谷
氏
は
、
顧
客
に
選
ば

れ
る
商
品
づ
く
り
を
事
例
を
交

え
て
紹
介
し
た
。

真
＝
が
、

「ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ

ン
プ
リ
２
０
１
８
」
に

エ
ン
ト

リ
ー
し
た
。

ア
ミ
ー
ゴ
お
じ
さ
ん
は
、
パ

ン
を
焼
く
お
じ
さ
ん
を
モ
チ
ー

フ
に
作
ら
れ
た
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
。

ゆ
る
キ

ャ
ラ
グ

ラ

ン
プ

リ

は
、
全
国
の
自
治
体
や
商
店
街
、

企
業
な
ど
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ヤ

ラ
ク
タ
ー
の
人
気
を

決
め
る
大
会
。
投
票

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
、
■
月
９
日
ま
で

実
施
し
て
い
る
。

品
を
使
っ
た
４
臀
ｍ

や
キ
ャ
ラ
な
ど
を
企

画
、
発
表
。
企
画
し

蝉一穀的』韓様軸雑中

唖希
虹早
蟻
即
堀

郡
線
　
実
行
委
員
会
の
岸

鯉帷　「，‐‐訥膊螢掟孵軒耐

の
場
に
な
れ
ば
う
れ

し
い
」
と
話
し
て
い

た
。

一・
　

・・・・・・一一．一．．
　

一一一μ
・”・

ブ ドウ生産が盛んな名張市で、廃校と

なった小学校を活用 したワイナ リー「國

津果賓酒 (く につか じつ しゅ)醸造所」が

オープン、 8月末に醸造を始める。子ど

もたちが巣立 った学びやから、香 り豊か

なワインの出荷を目指す。新たな特産品

にしようと、地元の期待も高まっている。

同
市
出
身
の
中
子
具
紀
さ

ん
（３４
）
が
醸
造
を
担
当
、
父

親
の
統
雄
さ
ん
（７６
）
が
社
長

を
務
め
る
。
中
子
さ
ん
は
２

０
１
０
年
か
ら
フ
ラ
ン
ス
や

名
張
で
新
た
な
特
産
品
へ
期
待

経理・労務管理ソフ ト「ビズ・サポー ト」を開発 した

ト
リ
ー
の
秦
社
長
は

「限
ら
れ

た
人
的
資
源

を
有
効
に
活
用
す

る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。

開
催
し
て
い
る
。
９
月
９
日
ま

で
。イ

ベ
ン
ト
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

（Ｈ
Ｐ
）
や
園
内
６
カ
所

に
掲
示
さ
れ
た
情
報
を
基
に
発

見
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
集
め
、

一
つ
の
言
葉
を
完
成
さ
せ
る
「

達
成
し
た
人
の
中
か
ら
先
着
１

０
０
人
に
粗
品
を
贈
呈
す
る
。

開
催
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
。

参
加
方
法
は
、
公
園
の
あ
ず

ま
や
な
ど
で
記
入
用
紙
を
入

ポ
ン
ポ
ン
づ
く
り
体
験

す
わ
公
園
交
流
館

【四
日
市
】
す
わ
公
園
交
流

館
は
２４
日
、
四
日
市
市
諏
訪
栄

町
の
同
館
で
、
毛
糸
な
ど
で
つ

く
る
飾
り
玉

「ポ
ン
ポ
ン
」
を

制
作
す
る
体
験
イ
ベ
ン
ト

「こ

ど
も
簡
単
工
作
　
ポ
ン
ポ
ン
こ

に
ゅ
う
ど
う
く
ん
を
つ
く
ろ
う

！
」
を
開
催
す
る
。

四
日
市
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー

「こ
に
ゅ
う
ど
う

く
ん
」
な
ど
を
モ
デ
ル
に
、
ポ

ン
ポ
シ
づ
く
り
を
体
験
す
る
。

対
象
は
小
学
生
。
低
学
年
は

警

厚

。
唇

架

。

参
加
費
は
３
０
０
円
。
問
い
合

わ
せ
は
、
同
交
流
館

（電
話
０

５
９
●
３
５
０
・
８
４
１
１
）

ま
で
。

四
日
市
の
北
勢
中
央
公
園
で

９
日
ま
で
謎
解
き
イ
ベ
ン
ト

【
四
日
市
】
三
重
県
は
四
日

市
市
西
村
町
の
北
勢
中
央
公
園

で
、
謎
解
き
イ
ベ
ン
ト

「
北
勢

中
央
公
園
か
ら
の
挑
戦
状
」
を

手
す
る
か
、
公
園
Ｈ

Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
。
参
加
費
は

無
料
。
問
い
合
わ
せ

は
、
北
勢
中
央
公
園

管
理
事
務
所

（電
話

・０
５
９
・
３
３
９
・

尋
義
軍
央
公
閣
界
ら
の
挑
韓
ど

の
ポ
ス
タ
１
　
２
３
１
９
）
ま
で
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
で

全
国
の
高
校
生
が
発
表
会

皇
學
館
大
で

【伊
勢
】
未
来
の
大
人
応
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
は

こ
の
ほ
ど
、
伊
勢
市
の
皇
學
館

ス
ペ
イ
ン
で
修
業
を
積
み
、

帰
国
後
の
１２
年
、
滋
賀
県
の

ワ
イ
ナ
リ
ー
に
就
職
。
天
然

酵
母
を
使

っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

ブ
ラ
ン
ド
の
設
立
に
関
わ

っ

た
。帰

国
当
初
か
ら

「故
郷
の

畑
で
育
て
た
ブ
ド
ウ
で
ワ
イ

ン
を
造
り
た
い
」
と
の
思
い

が
あ
り
、‐５
年
に
退
社
し
た
。

父
親
が
副
会
頭
を
務
め
る
地

元
商
工
会
議
所
か
ら
の
誘
い

も
、
中
子
さ
ん
を
後
押
し
し

た
。か

つ
て
の
放
送
室
で
ブ
ド

ウ
を
一房
の
ま
ま
破
砕
機
に
か

け
、
軸
を
取
り
除
く
。
職
貫

室
の
た
る
に
果
実
を
移
し
、

重
み
を
利
用
し
て
果
汁
を
出

す
。
発
酵
さ
せ
た
後
、
密
閉

タ
ン
ク
に
移
し
替
え
、
校
冨

醸
造
用
ブ
ド
ウ
の
栽
培
も

大
学
で
、
全
国
の
高
校
生
が
ソ

ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て

発
表
す
る

「全
国
高
校
生
Ｓ
Ｂ

Ｐ
交
流
フ
ェ
ア
」
を
開
い
た
。

高
校
生
や
審
査
員
ら
３
５
０
人

が
参
加
し
た
。

高
校
生
ら
が
地
域
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
、
地
域
の
特
産

ブ ドウ果実を入れるたるの前で、ワイン
造 りの工程を脱明する 「國津果資酒醸造
所」の中子興紀 さん

廃 校 とな った小学校 を活用 した ワイ
ナ リー 「國連異歯酒醸造所 I

翠




